
平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

一

　

は

じ

め

に

日
本
の
唯
識
･
因
明
学
の
祖
と
さ
れ
る
興
福
寺
僧
善
珠
が
残
し
た
仏
典
注
釈

書
は
､
反
切
に
よ
る
音
釈
や
外
典
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
か
ら
の
引
用
を
駆

使
し
た
訓
釈
を
そ
の
大
き
な
特
徴
と
す
る
｡
善
珠
の
学
問
は
､
日
本
の
唯
識
･

因
明
学
の
展
開
の
中
で
い
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
｡
小
塙
で
は
お
も

に
､
平
安
末
期
の
興
福
寺
僧
蔵
俊
の
著
述
を
通
し
て
検
討
を
試
み
る
｡

具
体
的
に
は
'
善
珠
撰
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
お
よ
び
蔵
俊
撰
『
因
明
大
疏

抄
』
を
取
-
あ
げ
る
｡
こ
れ
ら
は
と
も
に
､
唐
･
慈
恩
大
師
基
の
『
因
明
入
正

理
論
疏
』
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
が
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
は
､
奈
良
末
期

と
い
う
早
い
時
期
に
成
立
し
た
､
日
本
に
お
け
る
因
明
注
釈
書
の
先
駆
的
な
存

在
で
､
1
万
､
蔵
俊
の
　
『
因
明
大
疏
抄
』
は
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
を
含
め
､

そ
れ
以
前
の
唐
･
新
羅
･
日
本
の
因
明
関
係
書
の
記
述
を
蔵
俊
が
集
大
成
し
た
'

平
安
末
期
に
お
け
る
因
明
学
の
1
大
成
果
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
は
､
い
ず
れ
も
法
相
宗
興
福
寺
の
僧
侶
に
よ
る
因
明
学
の
注
釈
書
と

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

河
　
野
　
貴
美
子

い
う
､
限
定
さ
れ
た
場
に
生
ま
れ
た
著
作
で
は
あ
る
｡
し
か
し
'
例
え
ば
そ
の

周
辺
に
は
『
類
衆
名
義
抄
』
な
ど
､
国
語
史
上
重
要
な
資
料
も
存
在
す
る
｡
そ

こ
で
小
塙
で
は
'
善
珠
が
施
し
た
反
切
注
記
の
蔵
俊
『
因
明
大
疏
抄
』
　
へ
の
継

承
状
況
に
特
に
注
目
し
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
各
お
の
の
時
代
の
学
問
僧

が
'
漢
字
･
漢
文
と
い
う
も
の
に
い
か
に
向
き
合
い
､
そ
れ
を
い
か
に
読
み
解

い
て
い
っ
た
の
か
､
そ
の
営
み
の
〓
桶
を
明
ら
か
に
し
た
い
｡
ま
た
､
彼
ら
が

漢
文
を
読
み
解
-
際
に
参
照
し
た
資
料
､
利
用
し
た
辞
書
類
や
漢
籍
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
､
と
い
う
点
に
も
言
及
し
て
い
き
た
い
｡

さ
て
､
､
善
珠
の
仏
典
注
釈
書
は
､
善
珠
当
時
の
中
国
の
義
疏
∴
任
銃
の
形
式

に
そ
の
ま
ま
倣
う
も
の
で
､
い
わ
ゆ
る
漠
唐
訓
話
学
的
な
知
識
に
基
づ
く
注
解

が
し
ば
し
ば
み
え
る
｡
と
こ
ろ
が
'
善
珠
が
さ
ま
ざ
ま
な
漢
籍
や
中
国
の
辞
書

類
を
駆
使
し
て
施
し
た
そ
れ
ら
の
注
釈
は
､
後
世
､
江
戸
期
に
版
本
が
作
成
さ

れ
る
段
階
に
な
る
と
､
そ
の
1
部
が
改
変
さ
れ
て
し
ま
う
.
そ
し
て
そ
の
場
合
､

e
>

改
変
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
は
､
反
切
に
よ
る
音
釈
部
分
で
あ
っ
た
｡
前
稿
で

は
'
こ
れ
に
つ
い
て
､
善
珠
の
時
代
の
も
の
と
は
異
な
る
､
新
し
い
辞
書
類
や

そ
の
他
の
漢
籍
を
利
用
し
て
い
た
後
世
の
読
者
が
､
読
者
に
と
っ
て
の
現
在
の

一
五



ヽ

ヽ

ヽ

テ
ク
ス
ト
と
し
て
よ
り
正
し
い
形
に
す
る
た
め
に
'
善
珠
の
注
釈
文
に
手
を
入

れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
､
と
考
察
し
た
｡
そ
こ
で
'
こ
う
し
た
現
象
は
､
平
安
末

期
に
蔵
俊
に
よ
っ
て
唯
識
･
因
明
学
が
集
大
成
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
も
み
ら

れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
､
と
い
う
の
が
小
稿
の
ね
ら
い
の
一
つ
で
あ
る
O

ま
た
'
か
つ
て
､
善
珠
撰
述
の
　
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
　
に
つ
い
て
検
討
し

'
*
M

た
際
'
蔵
俊
の
弟
子
で
あ
る
覚
憲
の
書
写
本
を
祖
本
と
す
る
現
存
最
古
の
　
『
成

(
3
)

唯
識
論
述
記
序
釈
』
写
本
を
調
査
し
た
｡
現
在
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

当
該
写
本
(
貴
重
本
二
四
函
二
二
号
･
寛
永
八
年
(
一
六
三
一
)
　
東
大
寺
清

涼
院
実
英
写
)
　
の
覚
憲
の
本
奥
書
に
は
､

当
寺
聖
教
'
災
火
以
後
､
所
残
僅
九
年
之
一
/
毛
也
｡
偽
殊
以
末
法
留
任

之
等
'
令
書
写
託
｡
/
厳
僧
､
手
自
一
遍
比
校
了
｡
元
暦
元
年
十
二
/
月

上
旬
之
比
､
記
之
｡
/
釈
覚
憲
｡

と
あ
-
'
そ
の
祖
本
は
平
重
衛
に
よ
る
南
都
焼
き
打
ち
､
い
わ
ゆ
る
治
承
の
大

火
を
-
ぐ
-
抜
け
て
僅
か
に
残
っ
た
　
｢
九
牛
の
1
毛
｣
　
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
｡
つ
ま
り
'
善
殊
の
　
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
と
い
う
書
物
は
､
こ
の
と

き
覚
憲
に
よ
っ
て
伝
写
さ
れ
な
け
れ
ば
､
今
に
伝
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
の
で
あ
る
｡
そ
こ
で
､
南
都
焼
き
打
ち
と
い
う
困
難
な
局
面
に
あ
っ

て
､
そ
の
前
後
に
'
興
福
寺
の
因
明
･
唯
識
学
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
責
を

担
っ
た
蔵
俊
､
そ
し
て
覚
憲
に
と
っ
て
､
善
珠
の
注
釈
書
が
い
か
な
る
意
味
を

も
っ
て
継
承
さ
れ
た
の
か
'
さ
ら
に
具
体
的
に
突
き
と
め
た
い
､
と
考
え
た
の

が
'
小
塙
の
今
一
つ
の
問
題
意
識
で
あ
る
｡

善
珠
や
蔵
俊
の
著
作
に
つ
い
て
は
'
こ
れ
ま
で
も
仏
教
史
学
や
国
語
学
な
ど

一
六

の
立
場
か
ら
の
研
究
は
数
多
-
､
中
で
も
い
わ
ゆ
る
訓
点
資
料
と
し
て
の
調
査

(
4
)

は
詳
細
に
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
日
本
古
代
の
そ
の
他
の
仏
典
注
釈
書
類

に
み
ら
れ
る
反
切
に
つ
い
て
､
特
に
原
本
系
『
玉
篇
』
と
の
関
係
は
近
年
も
注

I
l
:
I
/

目
さ
れ
て
い
る
.
し
か
し
'
例
え
ば
､
善
珠
が
加
え
た
反
切
･
訓
話
の
l
つ
一

つ
に
つ
い
て
は
'
依
然
と
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い

る
｡
反
切
注
記
に
注
目
し
､
奈
良
末
期
か
ら
平
安
末
期
へ
の
仏
典
注
釈
書
の
継

承
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
小
塙
の
試
み
を
､
当
時
の
仏
家
ら
の
漢
文
知
識
や
漢

籍
受
容
の
実
態
を
読
み
解
-
た
め
の
新
た
な
一
観
点
と
し
て
提
出
し
た
い
｡

二
　
善
珠
と
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』

ま
ず
､
善
珠
お
よ
び
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
に
つ
い
て
概
観
す
る
｡

善
珠
(
養
老
七
(
七
二
三
)
-
延
暦
十
六
(
七
九
七
)
)
は
､
入
唐
僧
玄
坊
を

師
と
し
て
唯
識
･
因
明
学
を
究
め
た
､
奈
良
末
･
平
安
初
期
を
代
表
す
る
学
問

僧
で
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
十
二
巻
や
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
一
巻
の
ほ
か

『
唯
識
義
灯
増
明
記
』
　
四
巻
､
『
法
苑
義
鏡
』
六
巻
な
ど
､
当
時
と
し
て
は
極
め

て
多
-
の
著
述
を
残
し
て
い
る
｡
善
珠
の
著
作
は
主
と
し
て
､
中
国
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
仏
典
に
対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
が
'
同
時
代
の
他
の
僧
侶
ら
の
著
作

の
多
-
が
散
供
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
で
､
善
珠
の
著
作
が
複
数
伝
存
し
て
い

る
こ
と
は
､
善
珠
の
注
釈
が
後
世
い
か
に
よ
-
読
ま
れ
'
受
け
継
が
れ
て
い
っ

た
か
を
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
る
｡

『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
(
天
応
元
年
(
七
八
一
)
　
成
立
)
　
は
､
善
珠
の
代
表
的



な
著
作
で
､
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
｢
注
釈
書
と
は
い
え
､
日
本
の
著
述
界

(
6
)

に
お
け
る
最
初
の
大
論
述
｣
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
D
｢
因
明
｣
と
は
､
物
事
の
正

(
7
)

邪
･
真
偽
を
考
察
論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
古
代
イ
ン
ド
の
論
理
学
で
､

日
本
で
は
専
ら
'
唐
･
慈
恩
大
師
基
の
『
困
明
入
正
理
論
疏
』
　
(
七
世
紀
成
立
)

に
よ
っ
て
学
ば
れ
た
｡
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
は
､
玄
突
三
蔵
が
翻
訳
し
た
『
因

明
入
正
理
論
』
(
天
主
･
シ
ャ
ン
カ
ラ
ス
ヴ
ア
-
ミ
ン
)
に
対
す
る
注
釈
で
､
善

珠
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
は
'
こ
の
慈
恩
大
師
の
　
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
　
に

対
し
て
さ
ら
に
注
解
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
の
注
釈
に
対
す
る
小
塙
の
関
心
は
'
は
じ
め
に

も
述
べ
た
よ
う
に
'
中
国
の
辞
書
類
や
外
典
を
も
駆
使
し
た
､
い
わ
ゆ
る
そ
の

漠
唐
訓
話
学
的
な
注
釈
方
法
t
と
-
わ
け
反
切
を
用
い
た
注
釈
に
あ
る
｡
『
因
明

論
疏
明
灯
抄
』
　
に
は
､
計
一
四
九
字
の
被
注
音
字
に
対
し
て
'
直
音
に
よ
る
音

蝣

s

j

;

釈
が
二
例
､
反
切
に
よ
る
音
釈
は
一
六
一
例
み
え
る
｡
そ
の
中
に
は
､
切
韻
系

韻
書
と
1
致
す
る
反
切
が
十
六
例
､
玄
応
『
1
切
経
音
義
』
と
l
致
す
る
反

:
o

切
･
直
音
が
四
十
二
例
含
ま
れ
'
善
珠
が
そ
れ
ら
中
国
の
辞
書
､
音
義
書
類
を

参
照
し
な
が
ら
反
切
注
記
を
転
引
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
'
も
っ
と
も

注
目
す
べ
き
は
'
い
わ
ゆ
る
原
本
系
『
玉
篇
』
と
の
反
切
の
l
敦
で
あ
る
｡

梁
･
顧
野
王
の
原
本
『
玉
篇
』
は
夙
に
失
わ
れ
､
そ
の
残
巻
の
み
が
日
本
に

伝
存
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
が
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
日
本
に
は
'
そ
の
原
本
系

『
玉
篇
』
　
の
ほ
か
に
､
『
玉
篇
』
を
抄
出
し
て
空
海
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
慕

隷
万
象
名
義
』
が
伝
わ
る
｡
そ
し
て
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
に
は
､
原
本
系

『
玉
篇
』
お
よ
び
『
蒙
隷
万
象
名
義
』
と
の
間
に
合
計
六
十
六
例
も
の
反
切
の
一

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

敦
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
中
に
は
､
切
韻
系
韻
書
や
玄
応
『
一
切
経
音

義
』
な
ど
他
の
辞
書
'
音
義
書
類
に
み
え
る
反
切
と
は
異
な
-
､
唯
一
原
本
系

『
玉
篇
』
(
も
し
-
は
『
蒙
隷
万
象
名
義
』
)
と
の
み
に
1
致
す
る
反
切
が
二
十
九

例
あ
る
｡
ま
た
'
反
切
に
続
-
訓
話
部
分
も
全
て
含
め
て
一
致
を
み
る
も
の
も

十
二
例
あ
ま
-
に
お
よ
ぶ
｡
紙
幅
の
都
合
も
あ
-
､
い
ま
､
l
　
つ
1
つ
を
詳
細

に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
例
え
ば
､

｢
的
｣
'
〔
(
都
激
)
反
｡
射
､
｢
的
｣
也
｡
礼
記
'
｢
君
子
之
道
､
間
然
而
日

ヽ

ヽ

ヽ

影
｡
小
人
之
道
t
的
然
而
日
見
｣
｡
鄭
玄
日
'
｢
小
人
浅
近
易
知
也
｣
｡
野
玉

案
､
｢
的
｣
'
明
然
見
也
｡
〕

(
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
四
末
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
三
五
七

頁
C
)
｡
〔
　
〕
　
は
双
行
注
､
以
下
同
｡
)

(王)

の
よ
う
に
｢
野
玉
案
｣
'
す
な
わ
ち
『
玉
篇
』
編
者
の
顧
野
王
の
案
語
を
伴
う
場

(
1
0
)

合
な
ど
は
'
他
で
も
な
-
原
本
系
『
玉
篇
』
か
ら
の
転
引
と
考
え
ら
れ
る
｡

原
本
系
『
玉
篇
』
が
日
本
の
古
典
文
学
の
形
成
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に

つ
い
て
は
､
夙
に
小
島
憲
之
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
が
､

そ
の
原
本
系
『
玉
篇
』
を
こ
の
よ
う
に
豊
富
に
引
用
す
る
善
珠
の
注
釈
書
は
'

侠
書
『
玉
篇
』
　
の
復
原
に
資
す
る
侠
文
資
料
と
し
て
も
有
用
な
価
値
を
持
つ
も

の
な
の
で
あ
る
｡

三
　
蔵
俊
と
　
『
因
明
大
疏
抄
』

次
に
､
蔵
俊
と
　
『
困
明
大
疏
抄
』
　
に
つ
い
て
､
基
本
的
な
事
項
を
確
認
す
る
｡

一
七



蔵
俊
(
長
治
元
(
二
〇
四
)
～
治
承
四
(
二
八
〇
)
)
は
､
覚
晴
ら
に
師

事
し
法
相
を
学
び
､
元
興
寺
別
当
､
興
福
寺
別
当
な
ど
を
務
め
'
没
後
に
は
僧

正
を
追
贈
さ
れ
た
｡
蔵
俊
に
は
'
『
因
明
大
疏
抄
』
四
十
一
帖
､
『
唯
識
比
量
紗
』

二
巻
､
『
法
華
玄
賛
文
集
』
な
ど
多
数
の
著
作
が
あ
る
が
､
因
明
･
唯
識
学
を
集

大
成
し
た
そ
の
蔵
俊
の
功
績
の
背
景
に
､
藤
原
頼
長
の
深
い
関
与
が
あ
っ
た
こ

､〓l

と
は
よ
-
知
ら
れ
る
｡

蔵
俊
の
代
表
的
著
作
『
因
明
大
疏
抄
』
　
(
仁
平
二
年
(
二
五
二
)
成
立
)
は
､

善
珠
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
同
様
､
慈
恩
大
師
の
　
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
　
に

対
す
る
注
釈
書
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
そ
の
注
釈
の
方
法
は
､
善
珠
の
も
の
と

は
か
な
-
趣
を
異
に
す
る
｡
す
な
わ
ち
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
が
'
『
因
明
入

正
理
論
疏
』
　
の
本
文
を
科
段
に
分
け
'
時
に
は
逐
語
的
に
詳
細
な
反
切
､
訓
話

注
釈
を
つ
け
て
い
-
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
､
蔵
俊
の
　
『
因
明
大
疏
抄
』

因
三
相
以
下
｡

国
有
二
種
｡

1
､
生
国
｡
-
-
二
㌧
　
了
因
｡

生
国
有
三
｡

一
㌧
　
言
生
因
｡
-
-
二
㌧
　
智
生
因
｡
‥
-
･
義
生
因
｡
義
有
二
種
｡
一
､
道
理

名
義
､
二
㌧
　
境
界
名
義
至
本
籍
言
生
云
云
｡

①
略
纂
云
｡
所
作
因
義
､
雄
能
為
境
､
生
敵
証
智
､
隔
立
者
言
､
亦
無
持

業
云
云
｡

②
明
灯
抄
云
｡
｢
道
理
義
｣
者
｡
能
詮
言
者
､
笠
也
｡
所
詮
義
者
､
旨
也
｡

一
八

は
'
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
の
中
の
論
題
を
取
-
あ
げ
､
そ
の
論
題
に
関
す
る
諸

説
を
､
先
行
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
か
ら
集
め
引
用
列
記
し
て
い
く
形
を
基
本

と
す
る
｡

さ
て
､
蔵
俊
は
､
『
因
明
大
疏
抄
』
巻
末
に
囚
明
関
係
の
参
照
資
料
目
録
を
自

ら
付
し
て
い
る
｡
そ
こ
に
は
二
十
四
部
の
典
籍
名
が
並
び
､
中
に
は
現
在
で
は

(2)

侠
書
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
｡
蔵
俊
が
こ
れ
ほ
ど
多
-
の
典
籍
を
利
用
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
が
治
承
四
年
十
二
月
の
南
都
焼
き
討
ち
前
の
成

立
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡
蔵
俊
は
焼
き
討
ち

直
前
の
同
年
九
月
に
没
し
て
い
る
｡
興
福
寺
､
東
大
寺
が
焼
き
討
ち
に
遭
う
以

前
､
蔵
俊
は
中
国
､
新
羅
､
そ
し
て
日
本
の
数
多
-
の
書
物
を
利
用
し
う
る
環

境
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡

で
は
こ
こ
で
､
『
因
明
大
疏
抄
』
　
の
注
釈
の
方
法
を
具
体
的
に
み
よ
う
｡

文
｡
｢
義
生
因
者
｣
至
｢
名
能
立
等
｣
者
｡

②
｢
道
理
義
｣
者
｡
能
詮
言
者
'
笠
也
｡
所
詮
義
者
'
旨
也
｡
笠
･
旨
､

相
称
必
然
之
理
故
､
言
｢
道
理
｣
｡

｢
三
義
生
国
｣
者
｡
即
立
論
言
所
詮
因
義
｡
与
言
生
因
為
所
詮
故
｡
生
之

義
名
義
生
｡
生
即
因
名
｢
義
生
因
｣
｡
此
約
｢
道
理
｣
､
説
｢
養
生
因
｣
｡

①
所
作
因
義
､
錐
能
為
境
､
生
敵
証
智
'
隔
立
者
言
､
亦
無
持
業
｡
④

生
雄
有
三
､
言
生
是
正
｡
以
対
敵
等
決
定
解
放
｡
智
･
義
､
亦
｢
生
国
｣

者
､
言
依
詮
故
｡



笠
･
旨
､
相
称
必
然
之
理
故
､
言
｢
道
理
｣
｡

③
此
義
意
云
｡
取
敵
論
者
了
宗
智
為
果
｡
即
知
'
敵
論
所
作
智
因
能
了
宗

来
者
､
是
従
立
者
言
之
所
生
故
｡
｢
生
国
｣
中
言
為
正
因
､
智
･
義
依
詮
､

通
名
｢
生
国
｣
云
云
｡

尋
云
｡
爾
者
於
此
三
国
｡
如
何
分
別
兼
正
耶
｡

疏
云
｡
｢
言
為
正
生
｣
至
｢
時
名
能
立
等
｣
云
云
｡

④
略
纂
云
｡
生
雄
有
三
､
言
生
是
正
｡
以
対
敵
等
決
定
解
散
｡
智
･
義
､

亦
名
｢
生
国
｣
者
､
言
依
詮
故
云
云
｡

尋
云
｡
若
爾
何
論
云
国
有
三
相
耶
｡
⑤
相
者
'
義
也
｡
豊
非
義
因
是

正
因
耶
｡

⑥
賓
疏
二
五
｡
間
.
若
云
言
生
是
正
因
者
､
何
以
入
理
論
云
国
有
三
相
｡

及
理
門
云
宗
法
於
同
品
謂
有
非
有
倶
等
｡
答
｡
欲
明
言
説
詮
三
相
義
､

方
是
正
国
政
挙
也
云
云
｡
明
灯
抄
二
引
之
｡

以
上
三
国
局
約
立
論
釈
之
也
云
云
｡

(
『
因
明
大
疏
抄
』
第
九
帖
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
四
七
七
頁
b
-
四

七
八
頁
b
)
｡
な
お
'
論
述
の
便
宜
上
丸
数
字
等
を
施
し
､
一
部
句
読
を
改
め
た
｡

下
段
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
も
同
じ
｡
)

③
此
義
意
云
｡
取
敵
論
者
了
宗
智
為
果
｡
即
知
､
敵
論
所
作
智
因
能
了
宗

呆
者
､
是
従
立
者
言
之
所
生
故
｡
｢
生
国
｣
中
言
為
正
因
､
智
･
義
依
詮
､

通
名
｢
生
国
｣
｡

⑥
問
｡
若
云
言
生
是
正
因
者
､
何
故
論
云
国
有
三
相
｡
⑤
相
者
､
義
也
｡

岩
非
義
因
是
正
因
耶
｡

⑥
答
｡
欲
明
言
説
詮
三
相
義
､
方
是
正
国
政
挙
之
也
｡

此
上
三
種
之
｢
生
因
｣
者
､
局
拠
立
論
明
之
也
｡

(
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
二
本
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
二
五
五

頁C))

上
段
の
　
『
因
明
大
疏
抄
』
は
､
ほ
ぼ
､
下
段
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
の
注

釈
に
拠
っ
て
お
-
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
の
注
釈
文
を
並
べ
替
え
､
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡

そ
し
て
､
注
目
す
べ
き
は
､
善
珠
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
が
出
典
を
掲
げ

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

な
い
ま
ま
注
釈
文
に
取
-
込
ん
で
い
た
文
章
が
､
こ
の
　
『
因
明
大
疏
抄
』
　
の
記

述
に
よ
っ
て
､
①
と
④
の
部
分
は
｢
略
纂
｣
､
⑥
の
部
分
は
｢
賓
疏
｣
か
ら
の
引

用
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
｡
｢
略
纂
｣
と
は
恵
沼
の
『
因

明
入
正
理
論
略
纂
』
'
そ
し
て
｢
賓
疏
｣
と
は
定
賓
の
　
『
因
明
理
門
論
疏
』
　
で
'

一
九



『
因
明
大
疏
抄
』
巻
末
の
目
録
に
は
記
載
さ
れ
る
も
の
の
､
い
ず
れ
も
今
は
な
き

侠
書
で
あ
る
｡

蔵
俊
の
記
述
は
､
こ
の
よ
う
に
､
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
の
注
釈
文
の

中
に
'
実
は
中
国
の
注
釈
書
か
ら
の
引
文
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
解

き
明
か
し
て
-
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
そ
し
て
さ
ら
に
蔵
俊
は
､
⑥
の
引
用
の
末

尾
に
｢
明
灯
抄
二
に
之
を
引
-
｣
と
も
注
記
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
記
述
か
ら

は
､
蔵
俊
が
､
今
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
侠
書
を
含
む
多
数
の
典
籍
に
囲

ま
れ
､
そ
し
て
'
そ
の
一
つ
一
つ
の
記
述
を
検
証
し
､
誰
が
ど
の
よ
う
な
説
を

唱
え
'
そ
の
説
が
誰
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
の
か
､
と
い
う
こ
と
ま
で
詳

細
に
把
握
し
整
理
し
て
い
た
､
と
い
う
こ
と
を
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
｡

四
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
か
ら
　
『
因
明
大
疏
抄
』
　
へ

-
反
切
注
記
の
継
承
-

そ
れ
で
は
､
蔵
俊
は
､
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
､

反
切
に
よ
る
音
釈
や
､
訓
話
学
的
な
注
釈
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を

取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
｡

実
は
､
『
因
明
大
疏
抄
』
四
十
一
帖
の
中
に
は
､
計
二
十
六
例
と
数
は
さ
ほ
ど

多
-
な
い
も
の
の
'
反
切
に
よ
る
漢
字
の
音
釈
が
み
え
る
｡
そ
し
て
､
興
味
深

い
こ
と
に
､
『
因
明
大
疏
抄
』
の
注
釈
文
中
に
み
ら
れ
る
反
切
注
記
は
､
後
で
み

る
一
箇
所
を
除
き
､
全
て
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
か
ら
の
引
用
､
も
し
-

は
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
に
同
一
の
反
切
注
記
が
み
ら
れ
る
､
と
い
う
も
の
な

二
〇

の
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
､
蔵
俊
に
よ
る
撰
述
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
唯
識
学
の
大

部
な
注
釈
書
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
　
四
十
五
巻
に
お
い
て
､
唯
一
み
ら
れ
る
反

切
注
記
が
'
や
は
-
善
珠
の
著
作
か
ら
の
転
引
で
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ

(3)

て
い
る
｡

さ
て
､
蔵
俊
が
反
切
に
よ
る
漢
字
の
音
釈
を
注
釈
書
に
加
え
る
際
'
そ
れ
が

ほ
と
ん
ど
善
殊
の
用
い
た
反
切
を
援
引
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
'
注
目
す
べ

き
偏
-
で
あ
る
と
い
え
る
｡
そ
し
て
､
そ
う
い
う
傾
向
を
確
認
し
た
う
え
で
'

『
因
明
大
疏
抄
』
に
お
け
る
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
の
反
切
注
記
の
継
承
t
と
い

う
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
る
な
ら
ば
､
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
ら
が
み
え
て

-
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
例
え
ば
､
蔵
俊
に
と
っ
て
､
時
､
約
三
百
年
を

隔
て
た
善
珠
の
反
切
注
記
は
い
か
な
る
意
味
､
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
か
｡
ま

た
そ
も
そ
も
､
漢
文
を
訓
読
す
る
の
で
は
な
-
､
反
切
を
用
い
て
漢
字
の
音
釈

を
付
す
こ
と
は
､
平
安
末
期
と
い
う
時
期
を
生
き
た
蔵
俊
に
と
っ
て
い
か
な
る

意
味
が
あ
っ
た
の
か
｡
こ
れ
は
す
な
わ
ち
'
漢
文
を
ど
う
読
む
か
t
　
と
い
う
､

古
代
日
本
の
知
識
人
が
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
問
題
を
解
-
鍵
に
も
つ

な
が
っ
て
い
-
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
､
『
因
明
大
疏
抄
』
へ
の
引
用
を
通
し
て
'

善
珠
が
施
し
た
反
切
注
記
の
持
つ
価
値
を
改
め
て
浮
き
彫
-
に
す
る
こ
と
も
可

能
で
は
な
い
か
t
　
と
期
待
で
き
る
｡

以
下
､
い
-
つ
か
具
体
的
な
箇
所
を
取
-
あ
げ
､
考
察
を
進
め
る
｡



(
-
)
　
四
声
を
含
む
反
切
注
記

明
燈
抄
云
｡
｢
二
燈
二
矩
二
影
二
光
｣
等
者
｡

大
毘
婆
沙
論
第
九
十
六
巻
云
｡
○
復
次
欲
硯
二
門
･
l
 
l
略
･
二
階
二
1

躍
二
1
拒
･
二
明
･
二
光
二
1
影
改
作
是
説
〔
巳
上
論
文
〕
｡

案
云
､
｢
婆
沙
意
｣
者
､
二
門
二
一
略
'
以
為
一
双
｡
二
階
二
一
鐙
'
以

為
l
双
.
二
矩
･
二
明
､
以
為
l
双
.
二
光
･
二
影
'
以
為
1
双
｡
合

為
四
双
｡
今
疏
中
云
'
｢
二
影
二
光
以
為
一
双
｣
｡
其
義
可
爾
｡
順
論
文

故
｡
｢
二
燈
二
矩
為
一
双
｣
者
､
未
詳
其
旨
｡

二
拒
･
光
･
影
､
詮
義
己
足
｡
更
標
｢
二
燈
｣
｡

是
何
所
詮
｡

(
『
因
明
大
疏
抄
』
第
七
帖
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
四
六
八
頁
b
)
)

右
は
､
『
因
明
大
疏
抄
』
が
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
を
そ
の
反
切
注
記
と
と
も

に
引
用
す
る
一
例
で
あ
る
｡
当
該
箇
所
は
'
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
が
､
慈
恩
大

ヽ

師
の
　
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
本
文
の
｢
二
燈
二
矩
-
｣
と
い
う
語
に
つ
い
て
､

ヽ

『
大
毘
婆
沙
論
』
に
｢
二
階
二
躍
…
｣
と
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
部
分

ヽ
ヽ

で
､
善
珠
は
､
｢
鐙
｣
は
去
声
で
あ
る
の
に
対
し
､
｢
燈
｣
は
平
声
で
あ
-
'
音

が
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
疑
義
を
示
し
て
い
る
(
網
が
け
部
分
)
｡
反
切
を
用
い

て
漢
字
の
読
み
方
を
示
し
､
さ
ら
に
四
声
を
も
確
認
し
て
い
る
善
殊
の
こ
の
注

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

釈
は
､
漢
字
の
読
み
の
問
題
が
､
す
な
わ
ち
そ
の
漢
字
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

日
本
に
お
け
る
四
声
に
関
す
る
議
論
の
古
い
例
と
し
て
は
､
安
然
の
　
『
悉
曇

(2)

蔵
』
　
の
記
述
が
し
ば
し
ば
取
-
あ
げ
ら
れ
る
｡
し
か
し
'
善
珠
が
こ
れ
よ
り
も

早
-
､
ま
た
例
え
ば
空
海
の
　
『
文
鏡
秘
府
論
』
よ
-
も
早
い
時
期
に
､
こ
の
よ

う
に
漠
字
音
の
知
識
に
基
づ
-
注
釈
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
､
注
目
に
催
し
ょ

う
｡
な
お
､
『
困
明
論
疏
明
灯
抄
』
に
は
､
こ
れ
以
外
に
も
四
声
に
言
及
L
t
　
そ

(2)

れ
に
基
づ
き
注
釈
を
施
す
善
珠
の
言
説
が
数
箇
所
み
え
る
｡

そ
れ
で
は
､
こ
う
し
た
注
釈
方
法
を
善
珠
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
学
ん
だ
か

と
い
う
と
'
そ
れ
は
や
は
-
'
本
場
中
国
の
注
釈
書
の
方
法
を
学
び
取
っ
た
の

(
1
7
)

で
あ
ろ
う
｡
例
え
ば
'
慈
恩
大
師
基
の
法
華
経
注
釈
書
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』

に
は
､
や
は
-
経
典
の
中
の
漢
字
に
つ
い
て
､
四
声
を
弁
じ
っ
つ
注
釈
を
加
え

る
例
が
み
え
る
｡

経
｢
毒
虫
之
属
｣
至
｢
各
自
蔵
護
｣
｡

-
｢
生
｣
､
雄
平
･
去
二
音
｡
応
従
平
音
｡
-

(
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
六
本
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
三
十
四
巻
七
五
九

頁
r
t
-
x
>
)
)

四
声
へ
の
言
及
は
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
の
直
後
､
九
世
紀
初
め
に
成
立
し

(3)

た
安
澄
の
　
『
中
論
疏
記
』
　
に
も
み
え
る
が
､
善
珠
の
注
釈
は
､
日
本
人
に
よ
っ

て
､
漢
字
の
四
声
と
意
味
の
問
題
､
す
な
わ
ち
､
漢
字
の
　
｢
音
｣
と
　
｢
義
｣
　
に

関
す
る
考
察
が
行
わ
れ
'
そ
れ
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
先
駆
的
な
例
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
､
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
､
そ
う
し
た
善
殊
の
仕
事
が
､
た
し
か

に
善
珠
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
､
蔵
俊
の
　
『
因
明
大
疏
抄
』

二
一



へ
の
引
用
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
｡
つ
ま
-
､
前
述
し
た
よ
う

に
､
蔵
俊
は
､
先
行
の
書
物
か
ら
文
章
を
引
用
す
る
際
'
こ
と
の
ほ
か
綿
密
に

そ
の
出
典
を
明
記
し
て
い
る
｡
そ
し
て
右
に
見
た
､
四
声
に
関
す
る
議
論
の
部

分
も
､
蔵
俊
は
　
｢
明
灯
抄
云
｣
と
出
典
を
明
記
し
て
引
用
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､

こ
の
四
声
･
反
切
を
用
い
た
注
釈
が
'
中
国
の
書
物
か
ら
の
引
き
写
し
で
は
な

-
､
紛
れ
も
な
-
善
珠
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
注
釈
と
し
て
蔵
俊
に
受
け
継
が
れ

て
い
た
､
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
さ
ら
に
は
､
蔵
俊
が
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
か
ら
反
切
や
四
声
を
含
む

こ
う
し
た
善
珠
の
注
釈
を
『
囚
明
大
疏
抄
』
　
に
取
-
入
れ
た
の
は
､
蔵
俊
に

と
っ
て
､
そ
れ
が
取
-
あ
げ
る
べ
き
意
味
を
持
つ
と
判
断
さ
れ
た
ゆ
え
の
こ
と

と
考
え
t
<
5
>
｣
と
が
で
き
る
.
『
因
明
大
疏
抄
』
が
注
釈
文
の
中
に
引
用
す
る
『
因

明
論
疏
明
灯
抄
』
の
反
切
注
記
は
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
に
お
け
る
仝
1
六
l

例
中
二
十
六
例
と
､
決
し
て
多
-
は
な
い
｡
と
こ
ろ
が
蔵
俊
は
､
こ
れ
以
外
に
､

各
帖
の
表
紙
裏
な
ど
に
'
さ
ら
に
十
二
例
の
反
切
注
記
を
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』

か
ら
取
-
出
し
書
き
入
れ
て
い
る
｡
蔵
俊
の
こ
う
し
た
記
載
方
法
は
､
反
切
に

よ
る
漠
字
音
注
記
が
'
蔵
俊
に
と
っ
て
も
必
要
か
つ
重
要
な
情
報
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

(
2
)
　
『
因
明
大
疏
抄
』
各
帖
の
表
紙
裏
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
反
切
注
記

そ
こ
で
次
に
､
『
因
明
大
疏
抄
』
各
帖
表
紙
裏
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
反
切
注
記

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
-
こ
と
に
す
る
が
､
そ
の
前
に
ま
ず
､
『
因
明
大
疏
抄
』

の
伝
本
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
-
｡

二
二

『
因
明
大
疏
抄
』
は
､
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
-
､

そ
の
底
本
は
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
写
本
　
(
和
書
三
〇
函
一
六
六
号
｡
寛
文
･

延
宝
年
間
書
写
)
　
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
こ
の
本
は
､
も
と
表
紙
裏
に
あ
っ
た
は

ず
の
書
き
入
れ
を
各
帖
末
に
移
し
｢
第
-
帖
ノ
ロ
ノ
表
紙
ノ
ウ
ラ
ニ
｣
な
ど
と

し
て
記
し
､
ま
た
注
釈
文
の
所
所
を
省
略
す
る
な
ど
､
テ
ク
ス
-
に
や
や
改
変

の
手
が
加
え
ら
れ
た
跡
が
み
え
る
も
の
で
あ
る
｡
大
正
蔵
が
対
校
本
と
す
る
の

は
薬
師
寺
所
蔵
の
古
写
本
で
あ
る
が
(
未
見
)
'
こ
の
た
び
､
伝
本
の
調
査
を
行

う
中
で
､
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
(
余
大
二
三
九
二
)
　
が
薬
師
寺
本
と

同
系
統
で
あ
-
､
そ
し
て
む
し
ろ
薬
師
寺
本
よ
-
も
大
谷
大
学
本
の
方
が
､
奥

書
な
ど
を
整
っ
た
状
態
で
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
､
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

(2)

と
な
っ
て
き
た
｡

大
谷
大
学
本
の
各
帖
表
紙
裏
の
記
載
お
よ
び
各
帖
末
の
奥
書
に
よ
る
と
'

『
因
明
大
疏
抄
』
は
蔵
俊
に
よ
っ
て
久
安
七
年
正
月
一
日
(
第
一
帖
表
紙
裏
)
か

ら
仁
平
二
年
四
月
六
日
　
(
第
四
十
一
帖
奥
書
)
　
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
､
当
該
写

本
は
､
貞
永
･
天
福
年
間
の
権
僧
正
実
信
に
よ
る
書
写
､
さ
ら
に
永
禄
年
間
の
(8)

興
福
寺
僧
英
俊
に
よ
る
書
写
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡

m
m

そ
し
て
､
現
在
伝
存
す
る
他
の
伝
本
も
､
大
正
蔵
が
底
本
と
す
る
東
大
寺
図
書

館
本
を
除
き
､
ほ
ほ
い
ず
れ
も
こ
の
英
俊
書
写
本
を
も
と
に
す
る
も
の
で
あ
る
｡

そ
こ
で
い
ま
う
大
谷
大
学
本
に
よ
っ
て
表
紙
裏
の
記
載
を
み
る
と
､
例
え
ば
､

『
因
明
大
疏
抄
』
第
三
十
三
帖
の
表
紙
裏
(
図
1
)
に
は
｢
梗
概
｣
と
い
う
字
句

に
対
す
る
反
切
注
記
が
｢
明
灯
抄
｣
を
出
典
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡

当
該
部
分
は
､
も
と
の
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
で
は
､



｢
若
有
後
三
不
成
可
有
不
定
及
与
相
違
｣
等
者
｡

①
間
｡
不
成
開
初
相
､
不
定
相
違
､
後
二
相
過
､
既
各
不
同
｡
如
何
不
成

得
有
不
定
及
相
違
郡
｡

答
｡
両
倶
之
中
無
随
一
義
政
無
不
定
及
与
相
違
｡
後
三
不
成
各
有
随
一

故
有
不
定
及
与
相
違
｡
既
言
随
一
｡
一
分
闘
初
相
､
一
分
不
閥
初
相
｡

若
約
闘
義
､
即
有
不
成
｡
約
不
開
義
'
同
有
異
有
､
即
有
不
定
｡
約
不

闘
義
､
同
無
異
有
､
即
有
相
違
｡

文
｢
自
他
共
比
｣
至
｢
余
如
理
思
｣
者
｡

②
梗
概
者
｡
大
旨
也
｡
榎
､
(
村
杏
)
反
｡
直
也
｡
略
也
｡
概
'
(
阿
亥
)

V
"

③
｢
二
十
七
不
成
｣
者
｡
両
倶
四
句
､
随
一
八
句
､
猶
預
六
句
､
所
依
九

句
､
合
二
十
七
不
成
也
｡
-

(
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
五
末
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
三
九
五
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象

図1大谷大学図書館蔵『因明大

琉抄』第三十三帖表紙裏

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

と
あ
る
｡
こ
の
う
ち
①
'
③
の
論
議
の
部
分
は
　
『
因
明
大
疏
抄
』
第
三
十
三
帖

の
本
文
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
'
間
に
挟
ま
れ
た
②
の
反
切
注
記
は
『
因
明

大
疏
抄
』
　
の
本
文
中
に
は
引
用
さ
れ
ず
､
そ
の
部
分
だ
け
が
'
当
該
帖
の
表
紙

裏
に
特
に
取
-
出
さ
れ
る
形
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
美
複
雑
か
つ
周
到
な
引
用
の
方
法
は
､
こ
の
表
紙
裏
の
書
き
入
れ
が

ほ
か
で
も
な
-
撰
者
蔵
俊
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
｡

そ
し
て
'
蔵
俊
が
こ
の
よ
う
に
反
切
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
訓
話
注
記
を
特
に
取

-
出
し
て
表
紙
裏
に
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
､
そ
の
情
報
が
蔵
俊
に
と
っ

て
と
-
わ
け
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う

∴
こか
｡と

こ
ろ
で
'
『
因
明
大
疏
抄
』
の
表
紙
裏
に
は
'
わ
ず
か
な
が
ら
『
因
明
論
疏

明
灯
抄
』
以
外
の
書
物
を
出
典
と
す
る
反
切
注
が
取
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち

『
日
本
感
霊
録
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
､
近
年
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
'

『
日
本
感
霊
録
』
の
伝
来
に
蔵
俊
の
関
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
､
と
い
う
指

∴
■
.
∵

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
『
因
明
大
疏
抄
』
に
は
'
｢
類
音
決
｣
な
る
書
物
か
ら
の
引
用
が
み
え
る
0

類
音
決
云
｡
肇
〔
正
｡
(
奴
加
)
反
｡
二
｡
努
〔
正
｡
(
他
朗
)
庶
o
又

(
奴
)
昔
o
又
(
妬
)
反
｡
二
｡
肇
〔
正
｡
(
奴
)
音
｡
二
｡

(
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
写
本
『
因
明
大
疏
抄
』
第
二
十
七
帖
表
紙
裏
)

類
音
決
七
云
｡
苗
〔
俗
〕
芭
〔
今
皆
(
臣
)
音
｡
-
藤
､
黒
胡
麻
也
｡
案

説
文
､
束
葦
焼
也
｡
〕

(
同
『
因
明
大
疏
抄
』
第
二
十
八
帖
表
紙
裏
)

二
三



吉
田
金
彦
氏
は
'
こ
の
｢
類
音
決
｣
を
､
『
智
証
大
師
請
来
日
録
』
に
｢
新
走

1
切
経
類
音
　
八
巻
　
郭
逢
｣
と
著
録
さ
れ
る
も
の
と
し
､
図
書
寮
本
『
類
衆

名
義
抄
』
　
に
は
そ
の
　
｢
類
音
決
｣
か
ら
約
一
五
二
条
も
の
引
用
が
み
ら
れ
る
と

(3)

す
る
｡
ま
た
吉
田
氏
は
､
｢
正
｣
｢
俗
｣
な
ど
漢
字
の
字
体
を
細
か
-
弁
別
す
る

こ
と
を
｢
類
音
決
｣
　
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
｡
字
体
に
関
す
る
問
題
は
､

後
の
例
で
再
び
触
れ
る
が
､
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
､
｢
類
音
決
｣
と
い
う
'

善
珠
以
後
に
将
来
さ
れ
た
新
し
い
音
義
書
を
用
い
て
､
蔵
俊
自
身
が
反
切
な
ど

の
音
釈
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
　
｢
類
音
決
(
｢
音
決
｣
)
｣
と
い
う
書
名
は
､
興
福
寺
に
伝
存
す
る
写
本

『
因
明
義
断
』
　
の
裏
書
に
も
見
え
る
｡

傑
　
-
　
音
決
日
､
〔
二
俗
〕
傑
〔
正
〕
｡
皆
八
乗
)
音
｡
英
也
〔
三
〕
｡

(
興
福
寺
蔵
写
本
『
因
明
義
断
』
　
(
第
七
函
十
｡
正
治
二
年
(
二
一
〇
〇
)

写))

そ
し
て
'
奥
書
の
記
述
に
よ
る
と
､
こ
の
　
『
因
明
義
断
』
写
本
は
､
他
で
も
な

く
蔵
俊
そ
し
て
覚
憲
の
手
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
本
に
基
づ
き
伝
写
さ
れ
た
も
の

(L̂
")

な
の
で
あ
る
｡

難
解
な
因
明
学
を
説
-
漢
文
の
書
物
を
､
平
安
末
期
の
日
本
人
が
ど
の
よ
う

に
読
ん
だ
か
t
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
､
九
世
紀
半
ば
の
元
興
寺
僧
･
明
詮

(SI

の
訓
読
法
が
主
に
尊
重
さ
れ
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
興
福
寺

所
蔵
写
本
『
因
明
入
正
理
論
義
纂
要
』
奥
書
(
第
七
函
十
一
)
　
に
も
'

点
本
奥
記
云
｡
元
興
明
詮
天
長
八
年
略
勘
了
｡
九
年
三
月
甘
六
日
講
｡
興

福
寺
僧
走
寂
以
/
安
和
三
年
〔
歳
次
庚
午
〕
　
二
月
〔
己
午
〕
晦
日
'
尋
借

二
四

明
詮
僧
都
点
本
書
云
､
J
｡

Iご)

と
､
明
詮
の
点
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
｡

し
か
し
1
万
､
興
福
寺
蔵
写
本
『
因
明
義
断
』
裏
書
に
は
､
｢
類
音
決
｣
以
外

に
も
『
爾
雅
』
『
広
雅
』
『
玉
篇
』
『
切
韻
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
古
辞
書
､
韻
書
か

(8)

ら
の
反
切
･
訓
話
の
引
用
が
み
え
る
｡
こ
れ
は
､
平
安
末
期
に
あ
っ
て
､
た
と

え
漢
文
が
基
本
的
に
は
訓
読
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
て
も
､

や
は
り
､
そ
れ
以
前
か
ら
の
伝
統
的
な
'
中
国
の
辞
書
類
に
基
づ
く
反
切
･
訓

話
と
い
う
も
の
が
併
存
し
て
い
る
状
況
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
｡
そ
し
て
こ

れ
は
､
善
珠
の
反
切
を
切
-
捨
て
る
ど
こ
ろ
か
､
特
に
取
-
出
し
て
　
『
因
明
大

疏
抄
』
　
に
加
え
た
蔵
俊
の
態
度
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
こ
の
こ
と
は
､

和
訓
と
反
切
･
訓
話
を
合
わ
せ
持
つ
図
書
寮
本
『
類
衆
名
義
抄
』
が
同
時
期
に

成
立
し
て
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
も
'
興
味
深
い
現
象
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
､
蔵
俊
は
､
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
所
載
の
反
切
を
中
心
と
し
て

継
承
し
っ
つ
'
自
ら
も
新
し
い
資
料
に
基
づ
い
て
漢
字
の
読
み
･
意
味
を
め
ぐ

る
記
述
を
付
加
さ
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
'
表
紙
裏
の
書
き
入
れ
状
況

か
ら
み
た
｡
そ
し
て
実
は
'
『
因
明
大
疏
抄
』
の
本
文
中
に
も
､
お
そ
ら
-
蔵
俊

自
身
が
反
切
注
記
を
付
け
加
え
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
､
わ
ず
か
一
箇
所
で
は

あ
る
が
存
在
す
る
｡
そ
し
て
そ
の
部
分
は
､
『
因
明
大
疏
抄
』
に
お
い
て
､
一
つ

の
漢
字
の
読
み
を
め
ぐ
る
議
論
を
徹
底
的
に
突
き
つ
め
よ
う
と
す
る
'
蔵
俊
の

問
題
意
識
が
明
ら
か
と
な
る
箇
所
な
の
で
あ
る
｡



(
3
)
　
｢
寓
｣
あ
る
い
は
｢
惰
｣
　
の
読
み
を
め
ぐ
っ
て

唐
興
催
乃
法
師
-

①
明
灯
抄
文

力

筒
〔
(
似
充
)
反
｡
説
文
､
肥
肉
也
｡
又
為
俸
乃
｡
八
才
選
)
反
｡
亦
俊
字

刀

也
｡
玉
篇
､
為
筒
字
'
不
為
門
也
｡
充
､
入
力
仝
)
反
｡
〕

②
明
詮
誓
文

催
乃
･
僑
八
子
峻
)
反
o
唆
､
(
私
閏
)
反
｡

③
横
川
僧
都
云
｡

周
云
｡
筒
法
師
者
｡
亦
作
篤
字
云
云
｡
皆
者
､
(
但
宛
)
反
｡
鳥
肥
也
o

ヽ

有
作
催
乃
｡
(
子
唆
)
反
｡
智
過
千
人
日
催
乃
｡
又
作
問
〔
正
也
〕
｡
又
作
俊

〔
俗
也
〕
云
云
｡

④
唐
韻
上
声
云
｡

寓
〔
鳥
肥
也
｡
又
姓
｡
漠
有
云
不
疑
｡
(
狙
充
)
反
｡
充
､
(
以
韓
)
反
｡
〕

去
声
｡

ヽ

矯
〔
智
過
千
人
日
-
｡
八
子
唆
)
反
〕
｡
簡
〔
正
也
〕
｡
俊
〔
俗
也
〕
｡

篤
字
｡

⑤
長
誉
巳
講
｡
用
詮
字
｡

⑥
永
超
僧
都
云
｡
霊
催
乃
亦
作
俊
｡
不
可
用
(
詮
)
音
｡

(
『
因
明
大
疏
抄
』
第
三
十
1
帖
｡
大
谷
大
学
本
(
図
2
)
　
に
よ
-
翻
刻
L
t

便
宜
上
①
～
⑥
の
記
号
を
付
し
た
｡
)

ヽ

こ
れ
は
､
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
　
に
み
え
る
｢
唐
興
寓
法
師
｣
な
る
人
物
の

｢
韓
｣
(
催
乃
)
の
文
字
と
読
み
を
め
ぐ
る
注
釈
部
分
で
あ
る
｡
｢
筒
｣
か
｢
僑
｣
か
'

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

^
'
蝣
i
ォ
;
i
"
k
雄
撞
　
き
.

r
　
和
し

頻
パ
僧
席
r
･

s
r
-
浄
甘
え
作
要
す
.
√
僅
n
ォ
ー
5
鷺
紅

塵
犯
せ
脅
叩
努
与
吸
え
有
直
子
分
野
希
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替
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各象
J
曹
浄
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永
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付
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･
･
宮
代
<
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"
*
ォ
蝣
牡
李
朝
サ
'
蝣
蝣
<
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Å

　

図

蔵
俊
は
善
珠
'
明
詮
､
源
信
ら
先
師
の
説
を
並
べ
､
さ
ら
に
は
お
そ
ら
-
自
ら

『
唐
韻
』
　
の
引
用
を
加
え
､
検
討
を
重
ね
て
い
る
｡
以
下
'
順
に
み
て
い
-
｡

①
の
｢
明
灯
抄
｣
か
ら
の
引
文
は
､
ま
ず
掲
出
字
に
問
題
が
あ
る
｡
｢
皆
｣
は

『
説
文
解
字
』
　
で
は
､

皆
!
肥
肉
也
｡
臥
弓
｡
所
以
射
任
.
長
沙
有
下
寓
県
｡

(S)

(
『
説
文
解
字
』
四
上
･
佳
部
)

と
あ
-
､
鳥
を
弓
で
射
る
様
子
'
つ
ま
-
下
の
部
分
を
門
に
作
る
の
は
あ
り
得

二
五
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図4　興福寺蔵『因

明入正理論

疏』巻下始

な
い
こ
と
に
な
る
｡
と
こ
ろ
が
､
善
珠
が
見
た
　
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
　
の
本
文

は
下
を
門
に
作
る
字
体
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
､
興
福
寺
蔵
寛
元
二
年
(
一
二

四
四
)
写
本
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
　
(
第
六
函
三
　
(
一
〇
)
｡
図
3
)
も
下
の
部

分
を
門
に
作
っ
て
い
る
｡
そ
し
て
善
珠
は
わ
ざ
わ
ざ
､
｢
玉
層
は
こ
の
字
を
門
に

つ
-
つ
て
い
な
い
｣
と
注
記
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
原
本
系
『
玉
篇
』
佳

部
は
散
供
し
､
い
ま
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
'
『
蒙
隷
万
象
名
義
』

(8)

で
は
　
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
と
同
じ
-
下
の
部
分
を
門
に
作
っ
て
い
る
｡

セ
ン

以
下
'
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
引
き
つ
づ
き
'
筒
で
読
む
べ
き
か
､
そ
れ
と

シ

ュ

ン

も
僑
(
俊
)
　
で
読
む
べ
き
か
､
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
-
0

(S)

③
は
横
川
僧
都
源
信
の
著
作
『
因
明
論
疏
西
相
違
略
註
釈
』
巻
下
か
ら
の
引

セ

ン

シ

ュ

ン

文
で
あ
る
｡
源
信
は
ま
ず
唐
･
智
周
の
説
を
引
い
た
後
に
､
筒
､
偶
両
方
の
読

み
方
を
示
す
｡

肥
え
た
肉
を
表
す
寓
と
､
優
れ
た
人
材
を
表
す
僑
(
倭
)
　
と
は
､
早
-
か
ら

混
同
し
､
通
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
､
例
え
ば
『
左
伝
』
隠

公
元
年
経
･
杜
預
注
に
､

〔
経
〕
夏
五
月
鄭
伯
克
段
子
部

看

　

　

-

-

■

･

~

　

.

■

■

盲

l

亡

.

L

l

`

･

_

-
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高麗本『龍姦

手鏡』巻-

(景金剛山稔

帖寺蔵本､京

城帝国大学法

文学部複製)

5図

ヽ

〔
杜
預
注
〕
i
百
㌧
段
､
強
大
僑
傑
'
接
大
都
以
縞
国
､
所
謂
得
傍
目
克
也
｡

と
み
え
る
｢
僧
｣
　
の
文
字
に
つ
い
て
､
院
元
の
校
勘
記
は
'

言
段
強
大
僑
傑
　
-
　
宋
本
･
淳
配
州
本
･
纂
園
本
･
関
本
･
監
本
･
毛
本
､

作
｢
大
筒
｣
｡
下
同
｡
陳
樹
華
云
､
荘
十
一
年
伝
｢
得
侍
日
克
｣
｡
己
作
｢
催
E
J

字
｡
不
必
定
作
｢
寓
｣
也
｡

と
'
そ
の
表
記
が
筒
か
僑
(
僑
)
　
か
で
諸
本
が
揺
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

いりr6 '-蝣
な
お
､
興
福
寺
に
伝
わ
る
建
武
二
年
(
一
三
三
五
)
　
写
本
『
因
明
大
正
理
論

疏
』
　
(
第
十
七
函
一
(
七
)
｡
図
4
)
　
で
は
､
当
該
字
は
　
｢
傍
｣
　
に
作
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
③
の
源
信
の
注
釈
文
で
注
目
さ
れ
る
の
は
､
字
体
に
つ
い
て
正
･
俗

を
弁
別
し
て
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
｡
字
体
の
正
･
俗
の
規
範
を
整
え
た
の
は
､

唐
･
顔
元
孫
の
　
『
干
禄
字
書
』
か
ら
と
い
わ
れ
る
が
､
大
谷
大
学
本
の
よ
う
に
'



｢
備
｣
に
つ
い
て
'
山
の
字
を
上
に
乗
せ
る
字
形
を
｢
正
｣
と
す
る
の
は
'
遼
･

行
均
の
『
龍
怠
手
鏡
』
　
に
み
ら
れ
る
　
(
図
5
)
｡
『
龍
金
手
鏡
』
は
十
l
世
紀
初

め
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
も
さ
れ
る
が
､
正
確
な
伝
来
は
不
明
で
あ
る
｡
し
か

し
､
そ
の
頃
に
は
相
前
後
し
て
可
洪
『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
な
ど
､
や
は

-
字
体
を
細
か
-
弁
別
す
る
内
典
の
音
義
書
が
成
立
し
て
お
り
､
そ
う
し
た
流

1.COI

れ
が
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
連
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
『
因
明

大
疏
抄
』
　
の
引
文
は
'
こ
う
し
た
辞
書
の
歴
史
や
傾
向
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
記
述
な
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
蔵
俊
は
続
い
て
④
で
　
『
唐
韻
』
を
引
用
す
る
｡
こ
れ
が
は
た
し
て
孫

緬
の
『
唐
韻
』
を
指
す
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
'
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

は
､
蔵
俊
が
'
｢
唐
韻
上
声
云
-
去
声
-
｣
と
､
四
声
の
別
も
明
示
し
た
上
で
引

'｣)

用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

蔵
俊
自
身
が
漢
字
の
音
に
つ
い
て
十
分
に
意
識
し
て
い
た
､
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
'
こ
れ
と
は
別
に
注
目
す
べ
き
資
料
が
あ
る
｡
そ
れ
は
､
興
福
寺
に

承
久
元
年
(
一
二
一
九
)
写
本
が
伝
わ
る
『
因
明
教
授
抄
』
三
巻
(
第
七
函
四
)

で
あ
る
｡
『
因
明
教
授
抄
』
は
､
保
元
二
年
(
二
五
七
)
の
蔵
俊
の
談
義
を
覚

憲
が
筆
録
し
た
も
の
で
'
慈
恩
大
師
の
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
　
の
重
要
語
句
に

対
し
て
､
そ
の
読
み
方
を
仮
名
や
声
点
を
も
っ
て
詳
細
に
記
し
伝
授
す
る
も
の

1̂
I

で
あ
る
｡
い
わ
ば
こ
れ
は
､
蔵
俊
の
因
明
音
義
書
で
あ
-
､
因
明
書
の
漢
文
を

蔵
俊
当
時
に
は
ど
う
読
ん
だ
の
か
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡
そ

し
て
こ
の
中
で
'
今
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
は
　
(
図
6
)
～

セ
ン

長
誉
巳
講
云
詮
法
師
云
云
　
○
篤
　
矯
同
上

ノ

ヲ

ス

ヰ

ン

永
超
大
僧
都
云
可
云
俊
法
師
不
可
用
詮
音
也
　
〇
億
乃
　
僑

1
-
者
寺
名
也
或
郡
名
也
或
唐
代
此
人
被
興
之
故
也

リ
　
　
　
　
　
ノ
　
ス
ヰ
ン
　
　
ト
イ
フ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
チ
ウ

有
唐
興
‰
乃
法
師
者
釈
門
之
棺
紐
也

ー
サ
シ
ヒ
モ

(
声
点
は
一
部
省
略
し
た
)

(3 5)

と
あ
-
､
長
誉
'
永
超
両
師
の
説
を
引
い
た
後
'

う
読
み
で
確
定
さ
れ
て
い
る
｡

ヌ
ヰ
ン

最
終
的
に
｢
催
乃
(
侶
)
｣
と
い

五
　
お
　
わ
り
に

有二千√｢~^

辛
亡
や
ー
'
-
;
-
｣
ォ
サ
5
_
付
.
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^

*
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'

蝣
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ミ
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'
*
で
す
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*
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蝣
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蝣
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_
ォ
ー
�
"
蝣
ォ
ー
*
�
"
し

招
丸
教
液
珊
郵
埠
草
乙
鰍
織
d
'
櫛
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'

し
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A

J

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

興福寺蔵『因明
持i'K司

図6

因
明
関
係
の
漢
文
テ
ク
ス
ト
を
読
む
際
'
日
本
で
は
､
平
安
初
期
の
明
詮
の

訓
読
が
基
準
と
な
っ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
､
先
に
も
触
れ
た
｡
し
か
し
例
え

ば
､
興
福
寺
蔵
写
本
『
因
明
入
正
理
論
疏
』
巻
上
終
奥
書
(
第
十
七
函
一
(
≡
)
)

∴州F

I-W,

校
本
云

依
　
長
者
殿
仰
以
明
詮
点
為
本
重
以
愚
案
点
三
巻
/
疏
此
巻
始
自
仁
平
四

年
正
月
十
六
日
至
千
二
月
十
四
日
/
移
点
畢
　
釈
氏
蔵
俊

二
七



仁
平
四
年
七
月
十
五
日
以
蔵
公
為
読
始
/
廿
七
日
読
了
　
字
点
有
誤
者
改

直
了
/
左
大
臣

同
月
廿
八
目
読
序
了
本
点
〔
序
非
明
詮
〕
不
甘
心
者
/
任
愚
意
削
改
了

自
正
月
十
六
日
至
千
二
月
十
四
日
午
魁
点
了
五
月
廿
八
日
/
直
了
六
月
廿

四
日
一
遍
読
合
了

久
寿
三
年
二
-
三
日
重
読
了
〔
不
対
師
〕
去
月
廿
四
日
/
始
之
　
久
寿
三

-
三
～
十
八
日
量
読
了
去
月
廿
二
日
始
之
-

と
'
本
文
の
読
み
を
め
ぐ
っ
て
､
蔵
俊
や
頼
長
が
検
討
を
繰
-
返
し
'
時
に
は

そ
れ
ま
で
の
読
み
方
を
改
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
奥
書
は
､
夙
に

注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
､
蔵
俊
ら
の
基
本
的
な
姿
勢
は
､
そ
れ
ま
で

積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
読
み
の
成
果
を
批
判
的
に
継
承
し
､
不
審
部
分
に
対
し

て
は
'
自
ら
検
討
を
加
え
､
新
た
な
情
報
を
取
-
込
み
､
最
新
の
到
達
点
を
示

す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
だ
か
ら
こ
そ
､
善
殊
が
『
因

明
論
疏
明
灯
抄
』
　
に
示
し
た
､
伝
統
的
な
反
切
に
よ
る
音
注
､
そ
し
て
訓
話
注

釈
と
い
う
も
の
は
､
厳
密
な
読
み
を
達
成
し
ょ
う
と
し
た
蔵
俊
に
と
っ
て
､
そ

の
出
発
点
と
な
-
基
本
と
な
る
必
須
の
情
報
で
あ
っ
た
､
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
｡

以
上
､
善
珠
の
注
釈
が
､
蔵
俊
に
い
か
に
受
け
継
が
れ
た
の
か
､
反
切
注
記

の
継
承
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
検
討
し
た
｡
さ
ら
に
考
察
を
加
え
る
べ
き
点
は

多
々
残
っ
て
い
る
が
､
例
え
ば
､
善
珠
の
注
釈
書
の
も
つ
意
義
､
ま
た
奈
良
か

ら
平
安
期
に
か
け
て
日
本
の
仏
家
ら
が
漢
文
テ
ク
ス
ー
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
'
さ
ら
に
は
古
代
日
本
の
仏
家
ら
に
よ
る
漢
籍
受
容

二
八

の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
､
上
に
述
べ
き
た
っ
た
こ
と
を
い
く
ら
か
の
手
が
か
り

と
し
て
､
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
｡

･
王

l
≡
口

(
-
)
　
拙
稿
｢
｢
鷲
巌
｣
の
注
解
を
め
ぐ
っ
て
ー
善
殊
撰
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』
の
注
釈
又

改
変
に
関
す
る
一
考
察
-
｣
　
(
『
国
文
学
研
究
』
　
1
四
五
'
二
〇
〇
五
･
三
)
o

(
2
)
　
覚
憲
は
藤
原
通
憲
(
信
西
)
　
の
五
男
｡
南
都
焼
き
打
ち
の
後
､
東
大
寺
大
仏
開
眼
供

養
導
師
､
興
福
寺
別
当
を
務
め
る
な
ど
南
都
復
興
に
尽
力
し
た
｡

(
3
)
　
拙
稿
｢
奈
良
末
･
平
安
初
期
に
お
け
る
唐
代
文
化
受
容
の
水
準
-
『
成
唯
識
論
述
記

序
釈
』
を
通
し
て
-
｣
　
(
『
国
文
学
研
究
』
一
三
九
､
二
〇
〇
三
二
二
)
等
｡

(
4
)
　
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
'
主
に
反
切
や
訓
話
学
的
注
釈

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
は
'
白
藤
穫
幸
｢
上
代
文
献
に
見
え
る
字
音
注
に
つ
い
て

(
一
)
(
二
)
｣
(
『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
』
二
､
三
､
一
九
六
八
二
二
㌧

1
九
六
九
二
二
)
'
同
｢
上
代
言
語
資
料
と
し
て
の
仏
典
注
釈
書
｣
　
(
『
国
語
と
国
文

学
』
四
六
1
1
0
､
一
九
六
九
二
〇
)
､
同
｢
義
注
の
研
究
-
善
珠
｢
因
明
論
疏
明
灯

抄
｣
　
の
場
合
-
｣
　
(
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院
'
一
九
九
五
･

1
0
)
'
猿
田
知
之
｢
南
都
仏
教
の
語
学
的
研
究
に
つ
い
て
-
善
珠
を
中
心
と
し
て
I

(
上
)
(
下
)
｣
(
『
シ
オ
ン
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
三
㌧
　
三
四
､
1
九
九
三
　
l
二
､
1

九
九
四
二
二
)
､
井
野
口
孝
｢
善
珠
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
所
引
『
玉
篇
』
侠
文
致
｣

(
『
国
語
文
字
史
の
研
究
　
八
』
和
泉
書
院
'
二
〇
〇
五
･
三
)
ー
注
1
､
注
3
の
拙
稿
'

ま
た
拙
稿
｢
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
に
お
け
る
漢
籍
の
引
用
-
『
成
唯
識
論
述
記
序
釈
』

を
め
ぐ
る
l
考
察
-
｣
(
『
中
古
文
学
』
七
l
､
二
〇
〇
三
･
五
)
'
同
｢
善
珠
撰
『
成
唯

識
論
述
記
序
釈
』
　
に
現
れ
た
外
典
の
特
色
-
｢
白
虹
飛
綬
｣
　
の
注
釈
を
め
ぐ
っ
て
～
｣

(
田
中
隆
昭
編
『
日
本
古
代
文
学
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版
､
二
〇
〇
四
二
二
)
､
同
｢
善

珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
に
お
け
る
老
荘
関
係
書
の
引
用
｣
　
(
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
七
三
㌧
　
二
〇

〇
五
二
二
)
等
が
あ
る
｡
ま
た
ー
訓
点
資
料
と
し
て
因
明
関
係
書
を
論
じ
た
も
の
に
'

築
島
裕
｢
国
語
史
上
に
お
け
る
明
詮
大
僧
都
の
訓
説
｣
　
(
『
南
都
仏
教
』
三
五
'
一
九
七



五
二
　
1
)
'
月
本
雅
章
｢
因
明
論
疏
の
古
訓
点
に
つ
い
て
｣
　
(
前
掲
『
築
島
裕
博
士
古

稀
記
念
国
語
学
論
集
』
)
､
同
｢
困
明
論
疏
の
古
訓
点
と
そ
の
伝
承
｣
　
(
『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
記
念
特
韓
､
一
九
九
八
･
三
)
等
が
あ
る
｡

(
5
)
小
島
憲
之
｢
空
海
の
｢
あ
や
｣
以
前
1
素
材
史
の
l
面
-
｣
(
一
九
七
八
初
出
｡
『
国
風

暗
黒
時
代
の
文
学
　
補
篇
』
塙
書
房
'
二
〇
〇
二
二
一
所
収
)
'
井
野
口
孝
｢
智
光
『
浄

名
玄
論
略
述
』
　
に
引
-
『
玉
篇
』
　
の
侠
文
に
つ
い
て
｣
　
(
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
　
二
八
､

一
九
九
八
二
二
)
､
同
｢
法
進
『
沙
弥
十
戒
井
威
儀
経
疏
』
に
み
え
る
『
玉
篇
』
侠
文
に

つ
い
て
｣
　
(
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
　
人
文
･
社
会
』
五
三
㌧
　
二
〇
〇
一
二
二
)

-
V

(
6
)
　
小
学
館
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
･
第
二
巻
九
二
頁
｡

(
7
)
岩
本
裕
『
日
本
仏
教
語
辞
典
』
平
凡
社
等
参
照
｡

(
8
)
同
一
字
に
対
す
る
同
一
反
切
の
重
複
が
八
例
､
同
一
字
に
対
し
て
又
普
反
切
を
載
せ
る

も
の
が
十
例
あ
る
｡
な
お
､
『
国
明
論
疏
明
灯
抄
』
所
載
の
反
切
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別

稿
を
準
備
し
て
い
る
｡

(
9
)
う
ち
'
原
本
系
『
玉
篇
』
な
ど
他
の
辞
書
､
音
義
書
類
の
反
切
と
は
異
な
-
､
『
因
明

論
疏
明
灯
抄
』
所
載
の
反
切
が
唯
一
切
韻
系
韻
書
と
の
み
一
致
す
る
も
の
は
四
例
'
唯

一
玄
応
『
一
切
経
音
義
』
と
の
み
一
致
す
る
も
の
は
十
二
例
｡

(
3
)
　
反
切
に
続
く
『
礼
記
』
　
の
引
文
は
現
行
テ
ク
ス
ト
｢
-
故
君
子
之
道
'
間
然
而
日
章
｡

ヽ

小
人
之
道
t
的
然
而
日
亡
｡
｣
　
(
『
礼
記
』
中
庸
)
　
と
異
な
る
本
文
を
み
せ
る
｡
こ
れ
は

『
玉
篇
』
当
時
の
『
礼
記
』
本
文
の
姿
を
と
ど
め
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
詳
し
-
は

後
考
を
侯
つ
｡

大
屋
徳
城
｢
因
明
の
集
成
家
蔵
俊
｣
(
1
九
1
人
初
出
'
大
屋
徳
城
著
作
選
集
第
二
巻

『
日
本
仏
教
史
の
研
究
1
』
国
書
刊
行
会
'
l
九
八
七
･
九
所
収
)
'
佐
伯
良
謙
『
国
明

作
法
変
遷
と
著
述
』
　
(
法
隆
寺
､
一
九
六
九
二
二
)
'
富
貴
原
章
信
『
日
本
中
世
唯
識
仏

教
史
』
(
大
東
出
版
社
､
一
九
七
五
二
一
)
'
上
島
享
｢
中
世
前
期
の
国
家
と
仏
教
｣
(
『
日

本
史
研
究
』
四
〇
三
㌧
　
1
九
九
六
･
l
二
)
､
近
本
謙
介
｢
廃
滅
か
ら
の
再
生
-
南
都
に
お

け
る
中
世
の
到
来
-
｣
(
『
日
本
文
学
』
四
九
-
七
､
二
〇
〇
〇
･
七
)
､
横
内
裕
人
｢
藤

原
頼
長
の
因
明
研
究
と
南
都
仏
教
-
院
政
期
小
乗
仏
教
試
論
-
｣
　
(
『
南
都
仏
教
』
七
九
ー

平
安
末
期
に
お
け
る
善
珠
撰
述
仏
典
注
釈
書
の
継
承

二
〇
〇
〇
二
〇
)
等
参
照
｡

(
2
)
ま
た
'
歳
俊
撰
『
注
進
法
相
宗
章
疏
』
l
巻
に
は
合
計
三
四
二
部
一
五
1
九
巻
の
典

籍
が
著
録
さ
れ
て
い
る
｡

(
2
)
三
保
忠
夫
｢
成
唯
識
論
本
文
抄
所
引
の
肝
心
記
侠
文
｣
(
『
国
文
学
致
』
六
三
㌧
1
九

七
四
二
)
｡

(
E
)
反
切
下
字
｢
亘
｣
は
大
正
新
修
大
蔵
経
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
巻
二
本
(
第
六
十
八

巻
二
四
五
頁
b
)
で
は
｢
無
｣
に
作
る
が
､
興
福
寺
蔵
写
本
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』
(
第

六
函
三
(
≡
)
｡
寛
元
二
年
頃
写
)
お
よ
び
､
こ
の
『
因
明
大
疏
抄
』
に
よ
っ
て
本
来
は

｢
亘
｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡

(
B
)
元
慶
四
年
(
八
八
〇
)
成
立
｡
大
正
新
修
大
蔵
経
第
八
十
四
巻
四
一
四
頁
参
照
｡

(
1
6
)
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
八
巻
二
五
〇
頁
b
､
二
三
〇
頁
c
t
三
九
〇
頁
b
t
三
九

"
L
.
'
-
-

(
1
7
)
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
は
反
切
を
数
多
-
含
み
'
『
玉
篇
』
も
頻
-
に
引
用
す
る
｡
自

藤
穫
幸
｢
注
釈
の
輸
入
-
窺
基
扶
『
法
華
経
玄
賛
』
に
つ
い
て
-
｣
(
『
五
味
智
英
先
生

追
悼
上
代
文
学
論
叢
』
笠
間
書
院
､
一
九
八
四
二
二
)
参
照
｡

(ヽ
2
)
｢
株
者
､
切
韻
'
八
女
故
)
反
｡
雑
也
｡
去
声
也
｣
(
大
正
新
修
大
蔵
経
第
六
十
五
巻
三

三
頁
a
)
｡

(
2
)
大
谷
大
学
本
に
注
目
し
た
先
行
研
究
に
'
後
藤
昭
雄
｢
『
日
本
感
霊
録
』
の
侠
文
断
片

-
撰
者
の
こ
と
､
伝
流
の
こ
と
ー
｣
(
『
南
都
仏
教
』
八
一
'
二
〇
〇
二
･
二
)
が
あ
る
｡

英
俊
は
『
多
聞
院
日
記
』
の
著
者
｡
十
市
民
出
身
の
た
め
奥
書
に
も
十
市
の
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
｡
井
上
宗
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
｡

(
｣
)
東
大
寺
図
書
館
蔵
写
本
(
和
書
二
五
函
二
二
号
七
冊
｡
第
二
十
帖
ま
で
｡
正
徳
二
年

写
)
､
叡
山
文
庫
蔵
写
本
(
天
海
･
内
典
･
三
三
/
一
八
/
五
四
三
二
六
冊
､
寛
永
二

～
三
年
写
)
'
同
文
庫
蔵
写
本
(
天
海
･
内
典
二
二
三
/
≡
/
五
二
八
･
二
〇
冊
'
寛
永

九
年
写
)
､
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
大
宮
図
書
館
歳
写
本
(
二
七
一
･
九
/
一
〇

-
｣
¥
五
㌧
第
四
十
1
帖
に
元
文
元
年
写
の
奥
書
あ
り
)
等
｡
こ
の
他
､
未
見

の
伝
本
に
､
高
野
山
其
別
処
蔵
本
等
が
あ
る
(
『
国
書
総
目
録
』
等
参
照
)
｡

池
田
証
寿
｢
｢
カ
シ
コ
(
彼
間
)
｣
と
｢
コ
コ
(
此
間
)
｣
-
因
明
大
疏
抄
に
見
え
る
肝

二
九



心
記
の
侠
文
-
｣
(
『
国
語
学
』
一
五
五
､
一
九
八
八
二
二
)
は
､
『
因
明
大
疏
抄
』
第

八
帖
の
表
紙
裏
に
善
珠
『
肝
心
記
』
の
侠
文
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
｡

f
c
n
¥
後
藤
昭
雄
注
1
9
前
掲
論
文
｡

(
3
)
吉
田
金
彦
｢
図
書
寮
本
類
宋
名
義
抄
出
典
故
(
中
)
｣
(
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
三
､

一
九
五
四
二
二
)
｡
ま
た
『
因
明
大
疏
抄
』
引
｢
類
音
決
｣
に
つ
い
て
は
池
田
証
寿

｢
図
書
寮
本
類
宋
名
義
抄
と
類
音
決
｣
(
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
九
六
､
一
九
九
五
･

九
)
も
参
照
｡

興
福
寺
蔵
写
本
『
因
明
義
断
』
奥
書
に
は
｢
点
本
奥
記
云
/
興
福
寺
沙
門
斎
順
散
り

大
願
発
書
一
切
大
小
乗
経
律
論
章
疏
等
同
寺
覚
詮
依
其
/
勧
誘
以
維
久
安
四
年
歳
次
八

月
四
日
写
了
/
伝
同
寺
蔵
俊
雇
晴
意
移
点
己
了
千
時
永
万
二
年
春
二
月
十
五
日
記
/
-

興
福
寺
沙
門
釈
覚
憲
記
之
-
｣
と
あ
る
｡
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
興
福
寺
典
籍

文
書
目
録
』
第
1
巻
(
法
蔵
館
､
一
九
八
六
･
l
O
)
参
照
｡

築
島
裕
お
よ
び
月
本
雅
章
注
4
前
掲
論
文
｡

注
2

5
前
掲
『
興
福
寺
典
籍
文
書
目
録
』
第
一
巻
参
照
｡

(
2
8
)
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
｡

(
<
J
i
¥
段
玉
我
は
｢
肥
肉
也
｣
の
部
分
を
『
広
韻
』
を
根
拠
に
｢
烏
肥
也
｣
と
改
め
る
が
'

｢
明
灯
抄
｣
の
引
文
(
お
そ
ら
-
は
原
本
系
『
玉
篇
』
か
ら
の
転
引
)
は
｢
肥
肉
也
｣
に

作
る
こ
と
に
注
意
｡

(
g
)
『
纂
隷
万
象
名
義
』
第
六
帖
七
二
丁
オ
に
｢
筒
､
(
似
充
)
反
｣
と
み
え
る
(
高
山
寺
古

辞
書
資
料
第
一
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
)
'
東
京
大
学
出
版
会
､
1
九
七
七
二
二
)
0

ま
た
例
え
ば
『
龍
怠
手
鏡
』
巻
l
に
は
｢
吊
｣
の
字
体
が
み
え
る
｡
な
お
､
｢
明
灯
抄
｣
の

反
切
下
字
は
判
読
が
難
し
-
､
｢
充
｣
か
と
も
思
わ
れ
る
が
､
そ
の
反
切
を
人
力
仝
)
皮

に
作
る
こ
と
は
不
審
o
詳
し
-
は
今
後
の
調
査
に
侯
つ
o
な
お
､
『
因
明
論
疏
明
灯
抄
』

と
『
蒙
隷
万
象
名
義
』
の
み
に
み
え
る
｢
寓
(
筒
)
｣
の
反
切
上
字
｢
似
｣
は
､
従
母

(
寓
)
と
邪
母
(
似
)
と
を
混
同
す
る
『
玉
篇
』
反
切
の
特
徴
を
反
映
す
る
(
周
祖
講

｢
万
象
名
義
中
之
原
本
玉
篇
音
系
｣
｢
切
韻
的
性
質
和
宅
的
音
系
基
礎
｣
『
問
学
集
』
上
冊
'

中
華
書
局
'
一
九
六
六
･
一
参
照
)
｡

(
3
)
大
日
本
仏
教
全
書
第
三
十
三
巻
八
五
頁
｡

三
〇

I
c
o
y
　
『
杉
本
つ
と
む
著
作
選
集
五
　
日
本
文
字
史
の
研
究
』
第
六
章
(
八
坂
萱
居
'
一
九
九

八
･
一
〇
)
｡
ま
た
吉
田
金
彦
｢
辞
書
の
歴
史
｣
　
(
阪
倉
篤
義
編
『
講
座
国
語
史
三
　
語

菜
史
』
大
修
館
書
店
､
1
九
七
1
･
九
)
等
参
照
o

(
8
)
上
田
正
『
切
韻
逸
文
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
､
t
九
八
四
二
1
)
は
､
こ
の
部
分
を

｢
切
韻
逸
文
｣
と
し
て
輯
侠
し
て
い
る
｡

(
A
)
　
『
因
明
教
授
抄
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
､
声
点
附
和
訓
の
存
在
に
注
目
す
る
指
摘
が

小
林
芳
規
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
(
｢
漢
籍
に
お
け
る
声
点
附
の
和
訓
の
性
格
｣
一

九
六
六
初
出
'
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出

版
会
､
l
九
六
七
t
三
所
収
)
.

K
c
o
)
　
長
誉
は
､
『
僧
綱
補
任
』
第
五
裏
に
｢
同
(
寛
治
)
　
三
年
　
竪
者
〔
慶
助
｡
四
十
九
｡

長
誉
｡
四
十
五
｡
〕
｣
と
み
え
る
人
物
か
｡
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
『
法
相
宗
相

承
血
脈
次
第
』
に
も
｢
長
誉
己
講
｣
　
の
名
が
み
え
る
　
(
築
瀬
一
雄
｢
法
相
宗
相
承
血
脈

次
第
｣
『
南
都
仏
教
』
二
六
､
1
九
七
l
　
⊥
ハ
参
照
)
｡
永
超
(
長
和
三
年
-
嘉
保
二
年

(
一
〇
一
四
～
l
〇
九
五
)
)
　
は
､
『
東
城
伝
灯
目
録
』
三
巻
の
著
者
Q

l
o
o
,
)
注
仰
望
別
掲
『
興
福
寺
典
籍
文
書
日
録
』
第
1
巻
参
照
｡
も
と
の
点
本
は
現
在
大
東
急
記

念
文
庫
所
蔵
｡
月
本
雅
章
注
4
前
掲
論
文
一
九
九
八
等
参
照
｡

※
資
料
の
利
用
に
際
し
て
は
興
福
寺
､
大
谷
大
学
図
書
館
､
東
大
寺
図
書
館
'
叡
山
文
庫
､

龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
大
宮
図
書
館
に
便
宜
を
い
た
だ
い
た
｡
ま
た
'
興
福
寺
所

蔵
資
料
の
写
真
(
図
3
㌧
　
4
'
6
)
　
は
､
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ

る
｡
各
関
係
機
関
に
対
し
､
深
謝
申
し
上
げ
る
｡
な
お
本
稿
は
､
二
〇
〇
四
年
度
早
稲
田

中
世
の
会
三
月
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
補
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
'
二
〇

〇
五
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
(
課
題
番
号
-
二
〇
〇
五
B
l
〇
六
二

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡


